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医療保険制度改革
（オバマケア）

地球温暖化対策の
新枠組み「パリ協
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ト
ラ
ン
プ
氏
の
選
挙
公
約

ト
ラ
ン
プ
氏
の
選
挙
公
約

オ
バ
マ
政
権
の

　
　
　
　

主
な
看
板
政
策

オ
バ
マ
政
権
の

　
　
　
　

主
な
看
板
政
策

　「すごいお母さん、ＥＵの大統領に会

う」。こんな直球の書名にひかれページ

を繰ると、四国の魅力をフランス人に「こ

れでもか」とＰＲし続けるパワフルな姿

が浮かび上がる。著者の尾崎美恵さん

（�）＝岡山理科大非常勤講師＝に会うた

め、居を構える丸亀市を訪ねた。

（臼杵正純）

　おざき・みえ　１９５４年、愛媛県新居浜市出身。

結婚を機に東京から丸亀市へ。３人の子どもを

育てながらフランス語を学び�年、岡山大大学

院に入学。修了後はフランス語講師として、福

山市立女子短大（現福山市立大）や香川短大で指

導。岡山理科大ではキャリア形成を指導してい

る。著書は文藝春秋刊で１３５０円。

著
書
を
手
に
す
る
尾
崎
さ
ん
。
四
国
の
魅
力
を
フ
ラ
ン
ス
人
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
＝
丸
亀
市
の
自
宅

　
｜
Ｅ
Ｕ
大
統
領
と
面
会
す
る
き
っ

か
け
は
何
で
し
ょ
う
。

　
お
会
い
し
た
の
は
２
０
１
４
年
。

フ
ァ
ン
・
ロ
ン
パ
イ
さ
ん
が
大
統
領

で
、
俳
句
を
た
し
な
む
な
ど
日
本
へ

の
関
心
が
深
い
方
で
し
た
。
私
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
「
四
国
夢
中
人
」
の
代
表
と
し

て
、
四
国
の
文
化
を
欧
州
に
ど
う
広

げ
よ
う
か
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
「
ト
ッ
プ
に
直
接

伝
え
よ
う
」
と
手
紙
を
出
し
た
わ
け

で
す
。
ダ
メ
も
と
で
し
た
が
、
１
％

で
も
可
能
性
が
あ
れ
ば
挑
戦
す
る
価

値
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
面

会
の
て
ん
末
を
娘
が
ブ
ロ
グ
に
書
い

た
と
こ
ろ
か
な
り
反
響
が
あ
り
、（ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
）「ほ
ぼ
日
刊
イ
ト
イ

新
聞
」か
ら
も
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　
｜
四
国
文
化
の
Ｐ
Ｒ
を
、
ど
う
進

め
て
い
る
の
で
す
か
。

　
始
ま
り
は
四
国
夢
中
人
を
立
ち
上

げ
た
�
年
。
前
年
に
滞
在
し
た
パ
リ

で
讃
岐
う
ど
ん
店
に
人
々
が
行
列
を

つ
く
る
姿
を
見
て
、
本
場
の
味
を
知

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
日
本
の
若
者

文
化
を
紹
介
す
る
「
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ

ス
ポ
」
で
、
讃
岐
う
ど
ん
や
、
四
国

霊
場
巡
り
で
使
う
遍
路
足
袋
、
香
川

の
伝
統
的
工
芸
品
・
讃
岐
提
灯
を
出

品
し
ま
し
た
。
�
年
か
ら
の
４
年
間

は
毎
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ブ
ロ
ガ
ー

を
四
国
に
招
く
「モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
｜
Ｐ
Ｒ
活
動
、
ほ
ぼ
１
人
で
準
備

し
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

　
例
え
ば
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
２
週

間
で
す
が
、
準
備
は
１
年
が
か
り
。

句
会
に
紅
葉
狩
り
、染
め
物
体
験
と
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と

を
「
こ
れ
で
も
か
」
と
打
ち
出
し
ま

し
た
。
通
訳
や
案
内
人
を
引
き
受
け

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
探
し
、

移
動
費
や
宿
泊
代
の
面
倒
を
見
て
も

ら
え
る
よ
う
鉄
道
会
社
や
旅
館
へ
出

掛
け
ま
し
た
。
「
大
変
で
す
ね
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
が

喜
ん
で
く
れ
た
り
し
た
時
の
達
成
感

は
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
取
り
組
む

う
ち
に
、
人
の
つ
な
が
り
も
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　
｜
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
四
国
の
ど
こ

に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す

か
。

　
�
神
秘
性
�
で
す
。
四
国
に
は
手

つ
か
ず
の
自
然
が
あ
り
、
困
っ
て
い

る
人
を
放
っ
て
お
か
な
い
「
お
接
待
」

の
文
化
も
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
人

を
含
む
欧
米
人
は
、
知
ら
れ
て
い
な

い
場
所
を
訪
ね
、
自
分
し
か
得
ら
れ

な
い
体
験
を
求
め
て
い
る
よ
う
で

す
。
日
本
の
精
神
世
界
を
体
験
で
き

る
霊
場
・
遍
路
道
が
あ
る
四
国
は
ぴ

っ
た
り
の
土
地
。
欧
米
か
ら
大
勢
来

て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
（
行
政
や

経
済
界
が
実
現
に
向
け
て
運
動
し
て

い
る
）
世
界
遺
産
化
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
｜
今
後
、
力
を
入
れ
た
い
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
。

　
瀬
戸
内
海
の
活
性
化
で
す
。
こ
の

エ
リ
ア
に
は
茶
室
が
あ
る
島
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
か
つ
て

の
豪
商
た
ち
が
富
を
誇
っ
た
証
し
で

す
。
日
本
の
精
神
を
表
す
茶
の
湯
を

切
り
口
に
、
瀬
戸
内
海
の
歴
史
を
フ

ラ
ン
ス
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

像
を
制
作
し
よ
う
と
こ
れ
か
ら
、
行

政
機
関
や
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
を
回

り
、
協
力
を
お
願
い
す
る
つ
も
り
で

す
。
現
代
ア
ー
ト
を
通
じ
た
活
性
化

も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
固
有
の
文
化

に
根
ざ
し
た
展
開
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

�
日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
オ
バ
マ
米
大
統
領
（
右
）
と
握
手
を
交

わ
す
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
（
Ａ
Ｐ
＝
共
同
）

�
日
、
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
て
ト
ラ
ン
プ
氏
に
抗
議
す
る
高
校
生
ら
（
ロ
イ

タ
ー
＝
共
同
）

　
�
日
の
瀬
戸
内
は
移
動
性
の
高
気
圧
に
覆
わ
れ
、
日
中
は
全
般
に

よ
く
晴
れ
る
。
た
だ
夜
は
雲
が
広
が
り
や
す
く
な
る
。
昼
間
の
気
温

は
�
度
く
ら
い
で
過
ご
し
や
す
い
。
海
の
波
は
岡
山
、
広
島
、
香
川

０．５
㍍
。
岡
山
県
南
部
は
北
西
の
ち
南
の
風
、
北
部
は
西
の
風
。

岡
山
の
気
温
　け
さ
の
最
低
　７
・４
度
（
平
年
９
・３
度
）

あす

岡山南
� �

� ６

岡山北
� �

� ４

広島
� �

� ８

高松
� �

� ８

鳥取
� �

� ７

松江
⑩ �

� ８

高知
� �

� �

大阪
� �

� �

名古屋
� �

� �

東京
⑩ ⑩

� �

仙台
⑩ �

� ８

札幌
９０４０

� ２

福岡
� �

� ９

鹿児島
� �

� �

那覇
� �

� �

�

３０

� ７

�（月）

６０

� �

３０

� ４

６０

� ９

�
の
ち

�
時
々

�
一
時
　
丸
数
字
は
降
水
確
率
（あ
す
は
０
～
６
、６
～
�
時
の
順
）数
字
は
予
想
気
温
（左
が
最
高
、右
が
最
低
）

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
豊
田
祐
基
子
】
米
大
統
領
選
に
勝
利
し
た
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
は
�
日
、
オ
バ
マ
大
統
領
と
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
会
談
し
、
円
滑
な
政
権
移
行
に
向
け
て
連
携
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
両
氏
の
直
接
会
談
は
初
め
て
で
、

来
年
１
月
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
に
向
け
た
準
備
が
始
ま
っ
た
。
全
米
各
地
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利
に
抗
議
す
る
デ
モ
が

広
が
っ
て
お
り
、
協
調
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
国
民
に
融
和
を
呼
び
掛
け
る
狙
い
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
オ
バ
マ
氏
は
記
者
団
に
、
残

り
約
２
カ
月
の
任
期
で
「
ト
ラ

ン
プ
氏
が
成
功
す
る
よ
う
政
権

移
行
を
進
め
る
こ
と
が
私
の
最

優
先
事
項
だ
」
と
強
調
。
次
期

大
統
領
の
ト
ラ
ン
プ
氏
も
「
難

し
い
問
題
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
を
話
し
合
っ
た
」
と
述
べ
、

今
後
も
協
議
を
重
ね
る
こ
と
を

「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
語

っ
た
。

　
投
票
日
か
ら
わ
ず
か
２
日
後

と
い
う
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
会
談

で
、
選
挙
戦
で
は
非
難
の
応
酬

と
な
っ
た
両
氏
だ
が
、
「
党
派

や
政
策
の
相
違
に
か
か
わ
ら
ず

課
題
に
共
に
取
り
組
む
」
（
オ

バ
マ
氏
）
と
結
束
を
演
出
。
終

始
神
妙
な
表
情
の
ト
ラ
ン
プ
氏

は
「
と
て
も
良
い
男
だ
」
と
オ

バ
マ
氏
を
称
賛
し
た
。

　
両
氏
は
、
大
統
領
執
務
室
で

１
時
間
半
に
わ
た
り
２
人
だ
け

で
会
談
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

運
営
の
他
、
内
政
や
外
交
政
策

を
協
議
し
た
。
オ
バ
マ
氏
は
�

日
か
ら
の
欧
州
、
ペ
ル
ー
歴
訪

で
会
談
す
る
関
係
国
と
の
懸
案

に
つ
い
て
も
説
明
し
た
と
い

う
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
や
医
療

保
険
制
度
改
革
（
オ
バ
マ
ケ
ア
）

な
ど
オ
バ
マ
政
権
の
看
板
政
策

を
覆
す
と
公
言
し
て
お
り
、
オ

バ
マ
氏
は
政
策
の
一
貫
性
の
重

要
性
を
訴
え
た
も
よ
う
だ
。
ア

ー
ネ
ス
ト
大
統
領
報
道
官
は

「
見
解
の
相
違
が
全
て
解
決
し

た
わ
け
で
は
な
い
」と
述
べ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
こ
の
後
、
ラ

イ
ア
ン
下
院
議
長
ら
共
和
党
指

導
部
と
会
談
。新
政
権
発
足
後
、

医
療
保
険
や
移
民
問
題
に
優
先

的
に
取
り
組
む
と
表
明
し
た
。

各
国
首
脳
と
も
会
談
の
準
備
を

進
め
て
お
り
、
�
日
に
電
話
会

談
し
た
英
国
の
メ
イ
首
相
に
早

期
訪
米
を
呼
び
掛
け
た
。
同
日

ま
で
に
安
倍
晋
三
首
相
や
韓
国

パ

ク

ク

ネ

の
朴
槿
恵
大
統
領
、
メ
キ
シ
コ

の
ペ
ニ
ャ
ニ
エ
ト
大
統
領
ら
各

国
首
脳
と
相
次
ぎ
電
話
会
談
し

て
い
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
来
年
１
月
に

第
�
代
大
統
領
に
就
任
。
任
期

は
２
０
２
１
年
ま
で
の
４
年
間

と
な
る
。

　
�
日
午
前
の
東
京
株
式
市
場

は
幅
広
い
銘
柄
が
買
わ
れ
、
日

経
平
均
株
価
（
２
２
５
種
）
は

続
伸
、
取
引
時
間
中
で
は
２
月

上
旬
以
来
、
約
９
カ
月
ぶ
り
の

高
値
と
な
る
１
万
７
６
２
１
円

�
銭
を
つ
け
た
。
米
大
統
領
選

に
勝
利
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
経

済
政
策
へ
の
期
待
か
ら
、
前
日

の
米
ダ
ウ
工
業
株
�
種
平
均
が

過
去
最
高
値
を
更
新
し
た
こ
と

が
好
感
さ
れ
た
。
上
げ
幅
は
３

０
０
円
近
く
に
迫
る
場
面
も
あ

っ
た
が
、
高
値
警
戒
感
か
ら
そ

の
後
、
上
げ
幅
を
縮
小
し
た
。

　
外
国
為
替
市
場
で
一
時
１
㌦

＝
１
０
６
円
台
後
半
ま
で
円
安

が
進
ん
だ
こ
と
も
好
材
料
で
、

輸
出
関
連
銘
柄
を
中
心
に
買
い

が
広
が
っ
た
。
縮
小
し
て
い
た

利
ざ
や
の
改
善
が
見
込
め
る
保

険
、
銀
行
な
ど
の
銘
柄
も
値
上

が
り
し
た
。

　
午
前
終
値
は
、
前
日
終
値
比

�
円
�
銭
高
の
１
万
７
３
９
３

円
�
銭
。
東
証
株
価
指
数
（
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
は
４
・
�
㌽
高
の

１
３
８
０
・
�
だ
っ
た
。

　
堅
調
な
相
場
で
活
発
に
取
引

さ
れ
た
が
、
利
益
確
定
の
売
り

注
文
も
出
や
す
か
っ
た
。
円
安

で
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
食
品
、

水
産
と
い
っ
た
内
需
関
連
の
銘

柄
は
売
ら
れ
た
。市
場
で
は
「前

日
に
続
い
て
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が

打
ち
出
す
と
み
ら
れ
る
政
策
で

恩
恵
を
受
け
そ
う
な
イ
ン
フ

ラ
、
金
融
な
ど
の
銘
柄
を
先
回

り
し
て
買
う
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
。
当
面
は
荒
い
値
動
き
に

な
り
そ
う
だ
」
（
大
手
証
券
）

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】「ノ

ー
、
ト
ラ
ン
プ
！
」
「
私
た
ち

の
大
統
領
じ
ゃ
な
い
」
。
米
大

統
領
選
で
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ

氏
が
勝
利
し
た
こ
と
を
受
け
、

９
日
か
ら
�
日
に
か
け
て
全
米

各
地
で
抗
議
デ
モ
が
続
い
た
。

一
部
で
は
参
加
者
が
暴
徒
化

し
、
逮
捕
者
も
出
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
�
日
、

２
０
０
人
以
上
が
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
を
歩
き
な
が
ら
抗
議
。
９
日

夜
か
ら
�
日
に
か
け
て
は
、
ト

ラ
ン
プ
氏
の
住
居
が
あ
る
ト
ラ

ン
プ
タ
ワ
ー
周
辺
に
約
５
千
人

が
集
ま
っ
た
。

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
�
日
、

市
庁
舎
前
に
約
３
０
０
人
の
高

校
生
が
集
ま
り
、
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
て
抗
議
活
動
を
行
っ
て

い
た
。
高
校
２
年
生
の
ダ
ニ
エ

ル
・
ミ
ン
ハ
レ
ス
さ
ん
（�
）は

「
ト
ラ
ン
プ
は
性
差
別
、
人
種

差
別
主
義
者
。
何
年
も
か
け
て

発
展
を
遂
げ
た
米
国
が
一
気
に

過
去
に
戻
っ
た
」
。
メ
キ
シ
コ

系
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ヘ
ル
ナ
ン
デ

ス
さ
ん
（
�
）も
「
ト
ラ
ン
プ
は

移
民
を
強
制
送
還
す
る
と
い
う

が
、
も
し
そ
う
し
た
ら
誰
が
重

労
働
を
担
う
の
か
」
と
憤
慨
し

た
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
校
な
ど
で
も
デ
モ
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
は
９
日

夜
に
デ
モ
参
加
者
が
約
７
千
人

に
膨
れ
あ
が
り
、
一
部
が
約
�

カ
所
の
店
舗
に
火
を
付
け
る
な

ど
暴
徒
化
し
、
少
な
く
と
も
�

人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
ほ
か
に
シ

カ
ゴ
や
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
オ
マ
ハ

な
ど
で
も
抗
議
デ
モ
が
起
き

た
。

　
参
院
本
会
議
は
�
日
、
今
国

会
の
焦
点
の
環
太
平
洋
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
承
認
案
と
関
連

法
案
の
趣
旨
説
明
と
質
疑
を
行

い
、
審
議
入
り
し
た
。
安
倍
晋

三
首
相
は
質
疑
で
、
各
国
に
対

し
「
早
期
に
国
内
手
続
き
の
完

了
を
働
き
掛
け
る
」
と
述
べ
、

脱
退
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の

大
統
領
就
任
が
決
ま
っ
た
米
国

に
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
を
促
す
考
え

を
示
し
た
。
首
相
は
�
日
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ト
ラ
ン
プ
氏
と

会
談
す
る
予
定
で
、
安
全
保
障

問
題
に
加
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
を

巡
る
協
議
が
焦
点
と
な
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
署
名
国
中
、
最
大
の

経
済
規
模
を
持
つ
米
国
の
承

認
が
協
定
発
効
の
前
提
条
件

と
な
る
。
野
党
か
ら
は
ト
ラ
ン

プ
氏
の
就
任
で
発
効
が
見
通
せ

な
い
中
、
承
認
を
急
ぐ
与
党
と

政
府
の
姿
勢
に
批
判
が
集
中
。

民
進
党
の
浜
口
誠
氏
は
パ
リ

協
定
の
批
准
が
遅
れ
た
こ
と

に
加
え
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
大
統

領
就
任
を
控
え
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
承

認
を
急
げ
ば
「
２
度
目
の
外
交

上
の
大
失
態
に
な
る
」
と
述
べ

た
。

　
こ
れ
に
対
し
安
倍
首
相
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
承
認
で
各
国
の
出
方
を
受

け
身
で
待
つ
の
で
は
な
く
「
わ

が
国
が
主
導
す
る
こ
と
で
早
期

の
発
効
機
運
を
高
め
た
い
」
と

反
論
し
た
。
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